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　まちづくりという大きな事業を進めるために
は、目指すべきゴールやそのゴールにたどり着く
ためのしっかりとした考えを持たなければ、取り
組みがバラバラになってしまいます。そこで、
ゴールとする将来のまちの姿やそこにたどり着く

あなたは津市に愛着を感じていますか？

　新しい総合計画の策定にあたって、津市への愛着度や定住意向、市政への評価
やこれからのまちづくりの方向などの市民意識の現状を把握し、計画策定のため
の基礎資料とするためアンケート調査を実施しました。

◆調査内容

◆調査結果の主な内容
Q あなたは今後も津市に住み続けたいですか？Q

Q
優先的に力を入れてほしい分野

対象・配布数 津市に居住する15歳以上の男女7,000人　※平成28年７月25日時点
平成28年７月29日～８月26日　郵送による配布・回収
2,678人/38.3％

調査期間・方法
有効回収数/回収率
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Ⓐ:ずっと住み続けたい Ⓑ:当面は住み続けたい
Ⓒ:できれば転居したい Ⓓ:すぐにでも転居したい
Ⓔ:わからない(どちらともいえない) 回答者数：2,678（Ｈ28） 2,954（Ｈ24）
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環境（再生可能エネルギー、ごみのリサイクルなど）
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次期津市総合計画の策定を進めています
津市の未来のグランドデザイン

少し後に回してもやむを得ないと思う分野
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Ⓐ :とても愛着を感じている Ⓑ :どちらかというと愛着を感じている
Ⓒ :どちらかというと愛着を感じていない Ⓓ :愛着を感じていない
Ⓔ :どちらともいえない
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回答者数：2,678（Ｈ28） 2,954（Ｈ24）

5.9ポイント上昇

ためのまちづくりの方向性などを示す市政運営の
最上位の計画が総合計画です。
　現在の総合計画が平成29年度で終了するた
め、新しい総合計画(次期津市総合計画)の策定を
進めています。

総合計画とは

津市総合計画策定のための市民意識調査結果

｢とても愛着を感じている｣
｢どちらかというと愛着を
感じている｣と答えた人

｢ずっと住み続けたい｣
｢当面は住み続けたい｣と
答えた人

今後予想される社会経済情勢のもと限られた財源の中で、優先的に力を入れてほしい分野は？
取り組みを少し後に回してもやむを得ないと思う分野は？(それぞれ３つまで回答可)

前回調査時（H24年）より
8.0ポイント上昇
前回調査時（H24年）より
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